
２０１８年  ６月  ２４日  

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②１０時半    ③１９時 

 司  会  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

賛  美  聖歌５１６番 &  ～主は道を造られる～ 

ヤベツの祈り 

聖  書  ①ヤコブの手紙５章１３～１８節                                                                               

      ②使徒行伝21章７～14節 

特別賛美  聖歌隊有志メンバー 聖歌201番 

メッセージ  ①「心とからだの癒し・シリーズ３」倉知契牧師                                                                                                                                

      ②「命がけの信仰」石井 潤牧師 

献  金  聖歌５９０番 ＆ ～アメイジング・グレイス～ 

祝  祷              〔献金：渡辺姉・寺澤千姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～見つめ続けます～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日午後１時～、聖歌隊の練習が行われます。共に練習に励みましょう！ 

２．明日午前11時半～、長野市の寺澤千鶴子姉宅にて家庭集会が行われます。 

３．今週の祈祷会：☆早天祈祷会/月曜朝６時。★木曜祈祷会/午前 10時半、 

ボーマン・ルリ子師。★夜７時半、大和祈祷会映像。☆準備祈祷会/土曜夜８時。 

４．来週の日曜礼拝では誕生祝福式。午後は聖書の学び会です。（昼食α米） 

５．半年守られたことを感謝して｢上半期感謝献金｣をお捧げ致しましょう！ 

 
 
  

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔６/２４～７/１〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
ヨブ記 
１－３章 

４－ 
６章 

７－ 
９章 

１０－ 
１２章 

１３－ 
１５章 

１６－ 
１８章 

１９・ 
２０章 

２１・ 
２２章 

新約 
使徒行伝 
７：１－１９ 

７：２０
－４３ 

７：４４ 
－６０ 

８：１ 
－２５ 

８：２６ 
－４０ 

９：１ 
－２２ 

９：２３
－４３ 

１０：１ 
－２３ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

7/8(日):聖餐式/執事会 26(木):ＷＯＧＡ集会 22(日):東京献堂式 29(日):聖歌隊 



 
 
 
 
 
 
 
｢あなたがたは、ただキリストを信じるだけでなく、キリストのために苦しむと
いう特権をも与えられているのです。私たちは、共に戦っているのです。…。｣ 

ピリピ人への手紙１章29･30a節[リビングバイブル]  
 

私たちはクリスチャンになったら、問題から解放される、楽な人生を歩むことができると考え

てしまいます。確かに、心の支え、力が与えられるものが信仰です。 

しかし、信仰を持つということは、闘いが始まることも意味しています。この世の流れと逆行

するからです。しかし、その信仰を守り、闘い、立ち向かっていくことなしに、勝利を経験する

ことはできません。そうでないと敗北の人生を歩み続けてしまいます。 

先週は吉次晃二兄がきてくださり、この教会で洗礼を受け、約2年間この教会で過ごさ

れた奥様の裕子姉のお証しと、ご自身のお証しをしてくださいました。 

奥様とこの信州に来られて、奥様がクリスチャンとなり、共に教会生活を送るようになった

こと。そして、数年前から奥様のご病気との闘いが始まり、その中で、ご主人様が主イエス様

を受け入れ、洗礼をお受けになったこと。素晴らしいご夫妻だったなあとつくづくと思わさせら

れましたし、主が力強く姉妹を用いられたのだなあと思いました。「命がけで…」ご主人様は

じめ、ご家族の救いのために祈ってこられたことをその病を通して証明なさいました。 

大事なのは、どのくらい長く生きるかではなく、どのようにその命を使うか。ということを実践

なさった姉妹、また、その心を受け止められたご主人様を心より尊敬すると共に、主に大い

なる栄光をお返しするものです。 

横浜カルバリーチャペルの柴田先生がこの４月に大和でメッセ―ジをされて、その中で吉

次姉のお証しを語られました。先生のメッセージは“神様にできること、私にできること”という

メッセージでしたが、救いは主がなさることですが、私たちにもなすべきことがある、それを全力

でなすのです！と語られました。そして、その最後に裕子姉は命を懸けて家族の救いのため

にご奉仕されたことをご紹介なさいました。 

私たちが“命懸けで”なすことは一体何でしょうか？吉次姉と同様にまずは愛する家族に

信仰の証をしていくことであり、祈りを捧げていくことです。それまでご主人様は耳にタコができ

るくらいに奥様から“あなたにもクリスチャンになって欲しい”と聞かされていました。それでもそ

れが実現するまでにはかなりの時間を要しました。しかし、姉妹が難病になり、ご主人様は

心柔らかにされ、“妻のために自分にできることは信仰を持つことだ”と悟られました。その病

のときは何と必要だったことでしょう。病気で苦しむ妻を見続ける中で、何も語れなくなる妻

を見ている中で、静かに静かにその心の扉をご自分の意志で開くこととなったのです。 

「命がけの信仰」 

～吉次姉の信仰に学ぶ～ 


